
人間の尊厳を取り戻す闘い
ー水俣病事件 父からの伝言ー

２０２３．１０．１０ 熊本学園大学 水俣学研究センター 第２０期公開講座

〔社会活動〕

水俣病資料館 語り部（かたりべ）：2008年～

〔水俣病事件〕

自主交渉派患者・家族

水俣病被害者手帳（水俣病特措法：2013年）

〔仕事〕

有限会社 リハシップ あい：2004年～

作業療法士 言語聴覚士

代表取締役社長

川本愛一郎

（1958年生まれ65歳）

熱意とは、ことある毎に意志を表明することに他ならない：川本輝夫



本日の講話
１．皆さんに伝えたいこと ～父からの伝言～
２．チッソの歴史 ～興隆と衰退：１１７年企業～
３．水俣病事件
１）チッソは確信犯 ネコ実験へのチッソの対応
２）チッソ城下町（政治と経済による支配）
３）打捨て水俣病（棄民政策と医学の先入観）
４．父の“不条理”への挑戦！ ～父の闘い：相対～
５．水俣の今
６．父の素顔



自己紹介

・水俣生まれ、 水俣育ち、６５歳
*同世代に胎児性水俣病患者さん

・水俣病被害
 祖父は漁師（水俣病狂騒状態で死亡、未認定患者）
父は、水俣病認定患者（自主交渉派リーダー、水俣病患者連盟委員長）
母は、水俣病医療手帳保持者 

 私と妹は、水俣病被害者手帳保持者
・仕事：（有）リハシップ あい、代表取締役
・事業：通所介護（デイサービス）、訪問看護ステーション、児童発達支援
・資格
作業療法士（ＯＴ）・言語聴覚士（ＳＴ）
・経歴：

1984,鹿児島県出水市立病院 リハビリ科
2004, 出水市立病退職、地域でのリハビリの受け皿を作るため起業

（有）リハシップ あい設立
2008, 水俣市立水俣病資料館 語り部（現在まで）



有限会社 リハシップ あい

デイ米ノ津
２００４年８月（自社）

ここすてっぷ水俣
２０１９年７月（賃貸）

デイ水俣
２０１６年１０月（賃貸）

デイ西出水
２００８年８月（自社）

ピザ窯 ゆいまーる
２０１４年８月（自社） ぷらす館

２０１１年５月（自社）

デイ隈之城
２０１３年５月（賃貸）

デイ川内
２０１６年４月（自社）

設立：2004年2月

代表取締役：川本愛一郎

社名：リハビリテーションの「リハ」と「スポーツマン

シップ」「帆船（シップ）」からの造語

⇒Rehaship ai

理念：あなたを愛で支えます。

①共感とよりそい

②居場所づくり（共生）

③ともに泣きともに喜ぶ

社員：100名 3拠点 14事業

（PT6名 OT11名 ST４名）

※愛とチームの力でその人らしさの回復を全

力支援します。

水俣市 24,000人 高齢化率 36.5%

出水市 54,000人 高齢化率 30.5%

川内市 96,000人 高齢化率 29.6%



“リハシップ あい”利用者数と水俣病被害者（２０２２．８月）

デイサービスセンター リハシップ あい 水俣 １２０名（※１５名＝12.5%）

デイサービスセンター リハシップ あい 米ノ津 ７６名

デイサービスセンター リハシップ あい 西出水   ２０３名

デイサービスセンター リハシップ あい 川内 ９０名

デイサービスセンター リハシップ あい 隈之城   ６７名

訪問看護ステーション リハシップ あい    １１６名（※４４名＝37.9%）

発達支援ルーム ここすてっぷ 西出水    ３６名

発達支援ルーム ここすてっぷ   水俣                           ２８名

計 ７３６名
※水俣病認定患者・医療手帳保持者・被害者手帳保持者等

※訪問看護ステーション（医療保険+介護保険）は、上記者は自己負担1割免除＝無料

※デイサービスセンターリハシップ あい水俣は、上記者でも自己負担1割あり。



皆さんに伝えたいこと
～父からの伝言～
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その“場”に立たされた時、皆さんどうしますか？

or

or

or



父からの伝言 Ｑ＆A １
※ 私の語り部内容への小学校引率先生の批判に悩んだ時
〔先生の批判〕

「自分は、水俣病を環境問題として考えてきた。小学５年生
に“傷害殺人事件“と伝える川本さんの講話を聴いて、水
俣病を学ぶことが嫌になった」

※水俣病は自然発生の病気ではなく、刃傷事件として理解

し認識すべきである。事件としてとらえることで、主犯チッソ
の大量無差別殺傷事件性と、それを放置した国・県・市の共
犯犯罪性の構図が明らかになる。



父からの伝言 Ｑ＆A ２
※ 力を持つ存在（国家権力・経済的権力・その他の権力）に
対峙するときの勇気や覚悟について、どう考えたらいい
か？

※ 権力者には、「窮鼠猫を噛む」 「一寸の虫にも五分の
魂」ということを知らしめなければならない。過去も未来も
私たちを翻弄し、虐げる者たちがうまくつくろっているサマ
を見抜かなければならない。
ただ同じ人間として相対することが大切と思う。
例：交渉後の灰皿の片づけ



父からの伝言 Ｑ＆A ３
※ 人間としての尊厳を冒されたとき、どうするか？

※ 人間として損なわれたものの償いを求めるという大方針
の他には、展望とか方針というものはない。
方針とか展望とかがあるとすれば、それは現在続けら
れている座り込みの中から見いだせると思う。



父からの伝言 Ｑ＆A ４
※ 被害にあった時どうするか？

※ 加害者と被害者が相対で償いについて話し合うことは
物事の始まりの常識であり原則である。
例：私が６歳くらいの時、自宅前でバイクにはねられた。
相手はチッソの労働者だった。父は土方の仕事から
帰ってきて母から話を聴くと、降り出した雨の中傘をさ
して私を連れて相手の家に行き、強く抗議した。



父からの伝言 Ｑ＆A ５
※ 闘いを“辛い”と思う時どうするか？

※ 水俣病の運動や闘いは、ある面では過酷なものがある
と思うが、一面では夢を売っている。その夢については
ご想像にお任せします。〔ヒント：相思社〕
また、闘いの普遍性を信じ、支えてくれる人がいるか
ぎり応えようと思う。



父からの伝言 Ｑ＆A ６

※ 社会のひずみや理不尽さに絶望しそうになる時どうす
るか？

※ 私は生ある限り、来たる新しき日々に向かって、何かに
何かを託さない限り、虚ろな日々になるだろうと思ってい
る。最初は小さな灯かもしれないが、いつか燎原の火の
ように拡がると信じて闘いつづける。



父からの伝言 Ｑ＆A ７

※ 闘いや住民運動が分かりづらいと感じた時どうする
か？

※ 身近で生活に根差し本質を言い表す名前をつける。
例：「大量無差別殺傷事件」 「打捨て（うして）水俣病」

「水俣病事件は起承転転」 「不可視の水俣病」
「待たせ賃裁判（水俣病認定不作為違法損害賠償裁判）」

⇒熊本県公害部・環境庁「待ち料裁判」
⇒某放送局「お待たせ料裁判」



チッソ株式会社の歴史
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チッソはどんな会社ですか？

①１９０６（M３９）
野口遵 曾木電気設立

２年後（１９０８） 水俣に工場建設
（日本窒素肥料株式会社）

１９１４ 水俣湾にヘドロ被害
１９２０ 水俣湾漁業被害深刻化

１９２７ 北朝鮮にチッソ興南工場建設

財閥化（１５財閥の５番目くらい）
・野口の朝鮮か、朝鮮の野口か
・巨大企業へ変貌
・積水、旭化成、センコーなど
・１９３１ 昭和天皇チッソ巡幸

１９３０（S５）
チッソ、北朝鮮 鴨緑江水系に水豊ダム建設
⇒第２次世界大戦後に北朝鮮へ接収、現在も稼働



１９４５ 終戦（敗戦）

チッソ 海外資産の
すべてを失った。



チッソは水俣から再出発

１９４５ １０月 チッソ水俣工場再開

１９４９ 昭和天皇 チッソ巡幸
国とともにチッソ戦後経済復興邁進
１９５６ ５月1日 水俣病公式確認
３歳と５歳の姉妹 姉はすぐ死亡



ドイツでは水俣病は起きなかった：１９１６

ツァルツァハ川

１９１６年（T5）、ドイツのコンソルティウム社が

世界初のアセトアルデヒド製造を開始した。

チュウリッヒ大学のハインリッヒ・ツァンガー教

授は、同社の従業員が有機水銀中毒で狂死し

たことを確認した。

教授は、排液を川に流すことは極めて危険と

判断した。その結果、廃液はツァルツァハ川に

流されることなく地中に埋められた。

結果、ドイツでは水俣病は発生しなかった。

化学業界では学会等で認知、チッソは知ってい

た可能性がある。

１９２５（T14）年には、チッソのアセトアルデヒド製造

水銀触媒実験で「異常な泡（のちに有機水銀化合

物と判明）が発生」との記録がある。チッソのアセトア

ルデヒド製造は、１９３２年（S７）からである。

ハインリッヒ・ツァンガー教授



水俣病事件
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チッソ水俣工場

１９５８年 チッソ排水路変更⇒被害拡大

１９３２（S７）～１９６８（S43)

１９５８（S３３）～１９５９（S３４）









①１９５７年（Ｓ３２） 伊藤水俣保健所所長

方法：水俣湾の魚を７匹のネコに食べさせた。

５匹発病。

チッソ反論⇒水俣湾放棄爆薬説など

②１９５９年（Ｓ３４）１０月７日

細川一チッソ付属病院長、アセトアルデヒド工

程廃液を直接餌にかけたネコ４００号が発病

チッソ社長へ報告⇒実験妨害と中止勧告

実験： 838匹＋ 106匹＋台湾 1匹：

※ネコが村から消えた ⇒ ネズミが異常繁殖

細川一
チッソ付属病院長
ネコ実験（５年間）

１９５７年５月～１９６２年７月

水俣病歴史考証館 蔵
（水俣病センター 相思社）

ネコ実験とチッソの対応

伊藤蓮雄
水俣保健所所長
ネコ実験 １９５７年
１９６１年１月１０日採取
毛髪水銀値 ３８．８ｐｐｍ



ネコ３９８号と４００号
〔１９５９年（S３４）〕

ネコ３９８号 黒キジ ♀ ３．０ｋｇ （７/１６より飼育開始）

７/２１より排水（塩化ビニール工程）２０ｃｃ+基礎食

１０/３１より基礎食のみ

１１/４ 衰弱死亡後解剖 １．８ｋｇ

チッソ ⇒ １１/２ 反論書

「塩化ビニール製造設備より排出する廃液を直接ネコに与

えたが９７日経過するも尚健在である」

ネコ４００号 白黒 ♀ ３．０ｋｇ （７/１６より飼育開始）

７/２１より排水（アセトアルデヒド工程）２０ｃｃ+基礎食

１０/７ 発症

１０/２４ 屠殺解剖 １．８ｋｇ

チッソ ⇒ １１/２ 反論書で無視（触れず）



見舞金契約（命の値段３０万円）

１．見舞金契約（１９５９年Ｓ３４年１２月３０日）

「死者３０万円、葬祭料２万円、生存患者年金成人１０万、

未成年者３万円、成人に達したとき５万円。」

※「今後原因が工場排水と判明しても追加補償しない」

（第５条）を含む。

→後の水俣病裁判判決で「公序良俗に反する」

（つまり破廉恥だと指摘され無効となる）





２つの漁民騒動：東京湾江戸川沖と不知火海
１９５８（Ｓ３３．６月）東京湾江戸川沖 １９５９（Ｓ３４．１１月）不知火海



２つの漁民騒動：東京と水俣の国の対応の相違
１９５８（Ｓ３３．６月）東京湾江戸川沖 １９５９（Ｓ３４．１１月）不知火海

（東京）本州製紙江戸川工場に 浦安漁民（８００人）操

業停止要求

⇒ 警官隊と衝突、漁民、警官隊の双方に負傷者多

数、漁民逮捕８人

⇒ 国・都は、工場操業の一時停止と水質２法（水質保

全法・工場排水規制法）の制定。行政指導発揮。

（水俣）チッソ水俣工場に不知火海漁民２，０００人操業停

止要求、祖父も水俣漁協から参加。

⇒ 警官隊と衝突、漁民、警官隊、工場側に負傷者多

数、漁民逮捕５３人

⇒ 国・県は、食品衛生法の不適用とチッソ排水の垂れ

流し放置（水質２法不適用）。

逮捕者５３人の内３人がのちに生活苦と汚名で自殺。



食品衛生法 第６条
次に掲げる食品又は添加物は、これを販売し、又は販売

の用に供するために、採取し、製造し、輸入し、加工し、使

用し、調理し、貯蔵し、もしくは陳列してはならない。

二．有毒な、若しくは有害な物質が含まれ、若しくは付着し、

又はこれらの疑いがあるもの。

※都道府県知事は、営業者が第６条、・・の規定に違反し

た場合・・、営業の全部若しくは一部を禁止し、若しくは期間

を定めて停止することができる。



チッソ城下町の不条理：１１７年企業
１９０６（M39） ２０２３（R5）

橋本彦七氏
（1897生～1972没）

チッソ水俣工場長
1938（ｓ13 )～1946（ｓ21）
※チッソの最大の功労者

水銀触媒:発明者
アセトアルデヒド+酢酸

水俣市長（計４期）
1950（ｓ25）～1958（ｓ33）
1962（ｓ37）～1970（ｓ45）

１９４５（ｓ20）
終戦

１９３２（S７） １９６８（S４３）５月

※1956（ｓ31）
・水俣病患者公式確認

1965（ｓ40）
・祖父狂死

１９６８（S４３）９月
政府：水俣病公害認定

1959（ｓ34）
・ネコ実験 ・漁民騒動
・見舞金契約
・サイクレータ完成

水銀たれ流し３６年間



父の“水俣病不条理”への挑戦！
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自宅

公式確認第1号患者宅

海辺の住人の
生活圏

坪谷港

１９５７年（S３２．２月）結婚

私１９５８年（S３３）生まれ
坪谷海岸（水俣湾）にて
ビナ拾い：初夏

きす がらかぶ

あこう



祖父の発病と狂死、父母の異変

本当は、もう二人
兄妹がいた（流産）〔祖父〕

１９６１年（S３６）：水俣病症状が悪化
１９６５年（S４０）:狂騒状態、寝たきりになり死亡



原田正純医師
差別が公害を産む。
へその緒。
胎児性水俣病の発見。
現場から学ぶ姿勢。

検診場面



祖父、1965年（ｓ40）精神病院で狂死

医学の不条理
①水俣病は終わった。
②今ごろおかしいよ。
君はお金が欲しいのか？

人権擁委員会の不条理
①父は熊本県南部人権擁護委員
会２３名へ救済を求めた。手紙。
⇒誰一人返事をくれなかった。
②その後父は、水俣市人権擁護
委員３名へ直接面会⇒「あなたは、
そんなに金が欲しいのか？」



祖父水俣病未認定：医学の不条理
祖父：１９６１年（S３６）１０月 水俣病発症

感覚障害・運動失調・企図振戦・歩行障害・難聴・構音障害等（視野狭窄は未診察）

未認定の理由：水俣病の発生期間から外れている。

水俣病 ⇒１９５３年（S２８年）～１９６０年（S３５）終息：当時の医師の通説、根拠なし

※１９６０年終息説の背景 ⇒１９５９年１２/２４ サイクレーター（単なる浄化槽）完工式

来賓の熊本県知事の前で、新日窒社長吉岡喜一は処理水

を飲んで見せた。（実際はあらかじめ“水道水”とすりかえ）

「蛇足ではございますが、一般の化学工場においては、本設

備の如き高級大規模な浄化設備の設置は本工場が最初でご

ざいます」



打捨て（うして）水俣病



たった独りからの闘い：潜在患者発掘





自主交渉：チッソ東京本社座り込み

座り込みテント
1年９ヶ月間
（１９７１ Ｓ４６年 １２月２４日～
１９７３ Ｓ４８年７月まで）





家族で上京 父を励ます



１９７３年（S４８）３月２０日水俣病第1次訴訟判決：熊本地裁

私の鹿児島県立出水高校の合格発表の日でもあった



人は幸せになるために生まれ
てきたはずだ。勇気と信念を教
えてくれた父 川本輝夫

熱意とは、ことある毎に意志を
表明することに他ならない。



父からの電報：１９７３年（Ｓ４８）３月２５日付



水俣の今

ＣＨＡＰＴＥＲ ５



水俣チッソ排水門（樋門）撤去問題



映画MINAMATAができました。



父の役を“真田広之氏”が演じました。
父川本輝夫を演じた
真田広之さん

ユージン・スミスを演じた
ジョニー・デップさん



主演：ジョニー・デップ
出演：真田 広之

加瀬 亮
岩瀬 明子
他

映画 ＭＩＮＡＭＡＴＡ：ユージン・スミス伝





ユージン・スミスと父川本輝夫
１．水俣に３年間移住し水俣病患者を撮影。

２．住居は、川本家から徒歩１分（５０ｍ）先。

３．1971年（S46）1月7日、父とユージン夫妻（妻アイリーン）、報道記者らは、

チッソ五井工場（千葉県）の労働組合を訪れ、父たちの座り込みに理解と支援

を求めた際、ユージン夫妻と父たちは、チッソ従業員約２００名に囲まれ、五井

工場の事務所内で暴行を受け負傷した。ユージンは、全身打撲、脊椎骨折、

左眼失明、口蓋裂傷、カメラも破壊された。妻アイリーンも負傷した。

父も、右足指骨折、全身打撲を負った。⇒暴行したチッソ従業員は不起訴

ユージンは、負傷した傷が悪化し暴行を受けた数日後に一時入院した。そ

の後体調がすぐれず、1978年に59歳で死亡した。

※父たちに暴行したチッソ従業員は、チッソ水俣工場からも動員されていた。

※川本裁判⇒公訴棄却（最高裁判所で確定）



父の素顔

ＣＨＡＰＴＥＲ ６





母の退職記念家族旅行



父（ちち）１９９９年２月 逝去



父（ちち）の資料館（自宅）



父 川本輝夫の素顔

子どもが大好きな父でした。



孫娘の絵でたどる 父（じいちゃん）の想い出



孫娘の絵でたどる 父（じいちゃん）の想い出



闘いぬいた父と支えきった母



ご清聴ありがとうございました。
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